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「日
向
神
話
」
の
隼
人
像

原
口

耕

一
郎

一
.
は
じ
め
に

『記

・
紀
』
の

「日
向
神
話
」
に
は
隼

人
の
祖
先
が
登
場
す
る
。
隼
人
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
古
代
南
九
州

の
人
々
を
指
し
た
呼
称
で
あ
る
が
、

「日
向
神

話
」
に
お
い
て
隼
人
は
天
皇
家
と
同
祖
だ
と
さ
れ
、
隼
人
が
天
皇
に
服
従
す
る
こ

と
に
な

っ
た
由
来
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

「日
向
神
話
」
は

一
般
に
、
隼
人
の

風
俗
歌
舞
奏
上

(い
わ
ゆ
る
隼
人
舞
)
や
隼
人
に
よ
る
王
権
守
護
の
起
源
を
説
く
話

だ
と
も
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら

「日
向
神
話
」
に
登
場
す
る
隼
人
に
つ
い
て
、
近
年
の
隼
人

研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
隼

人
像
-
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
考
え

て
み
た
い
。

さ
て
、
は
じ
め
に

「日
向
神
話
」
に
登
場
す
る
隼
人
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ

う
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う

「日
向
神
話
」
と
は
、
南
九
州
が
舞
台
と
な

っ
た
天
孫

降
臨
、

コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
の
火
中
出
産
、
海
幸
彦
と
山
幸
彦
の
物
語
で
あ

る
海
宮
訪
問
の
こ
と
と
し
た
い
。
物
語
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
は
、
表
1

・
2
を

参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
本
稿

で
重
視
す
る
の
は
海
宮
訪
問
譚

で
あ
る
。

ま
ず
火
中
出
産
譚
を
み
る
と
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
と

コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
の
子

の
う
ち
、
『
古
事
記
』
(以
下
、
『記
』
)
に
お
い
て
長
男

の
ホ
デ
リ
は

「隼
人
の
阿

多
君
が
祖
」
と
さ
れ
、
『
日
本
書
紀
』
(以
下
、
『書
紀
』
)
第
九
段
本
文
で
は
長
男

の
ホ
ノ
ス
ソ
リ
が

「隼
人
等
が
始
祖
」
と
さ
れ
て
い
る
。

続
い
て
海
宮
訪
問
譚

の
あ
ら
す
じ
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
兄
の
海
幸
彦

(隼
人

の
祖
先
)
と
弟

の
山
幸
彦

(天
皇
家
の
祖
先
)
の
兄
弟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
釣
針
と
弓
矢

を
交
換
し
、
漁
/
猟
に
で
る
。
と
こ
ろ
が
山
幸
彦
は
海
幸
彦
の
釣
針
を
失
く
し
て

し
ま
う
。
山
幸
彦
は
剣
を

つ
ぶ
し
て
釣
針
を
作
り
謝
罪
す
る
が
、
海
幸
彦
は

「も

と
の
釣
針
で
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
」
と
言

っ
て
受
け
取
ら
な
い
。
途
方
に
暮
れ
た
山

幸
彦
は
海
神
の
宮

へ
行
き
、
歓
待
さ
れ
失
く
し
た
釣
針
を
み
つ
け
、
海
神
か
ら
潮

を
満
た
す
珠
と
潮
を
引
か
せ
る
珠
を
受
け
取
る
。
地
上
に
戻
っ
た
山
幸
彦
は
、
攻

め
て
き
た
海
幸
彦
を
珠
の
呪
力
で
溺
れ
さ
せ
る
。
懲
ら
し
め
ら
れ
た
海
幸
彦
は
、

山
幸
彦
に
仕
え
る
こ
と
を
誓
う
。
こ
の
よ
う
に
海
宮
訪
問
譚

は
、
隼
人
の
祖
先
で

あ
る
兄
の
海
幸
彦
が
、
天
皇
家
の
祖
先
で
あ
る
弟
の
山
幸
彦
に
屈
服
し
服
従
す
る

物
語
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
以
下
、
史
料
に
従
い
、
そ
の
文
章
表
現
を
み

て
お
こ
う
。

海
宮
訪
問
譚

の
最
後
の
場
面
、
海
幸
彦
が
山
幸
彦
に
屈
服
す
る
場
面
を
み
て
み

る
と
、
『
記
』
に
お
い
て
は
、
「荒
き
心
」
を
起
こ
し
て
攻
め
て
き
た
海
幸
彦
を
、

山
幸
彦
は
珠
の
呪
力
に
よ
り
溺
れ
さ
せ
屈
服
さ
せ
る
。
海
幸
彦
は

「稽
首
」
し
て

赦
し
を
乞
い
、
以
後
、
山
幸
彦
の

「守
護
人
」
と
し
て
仕
え
る
こ
と
を
誓
う
。
そ

し
て
溺
れ
た
と
き
の

「種
々
の
態
」
を
今
に
至
る
ま
で
演
じ
て
い
る
と
、
す
な
わ

ち
隼
人
舞
の
起
源
が
語
ら
れ
る
。
な
お

「稽
首
」
と
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
本
の
頭
注
に
よ
る
と
、
仏
典
語
で
あ
り
、
頭
を
地
に
つ
け
敬
礼
す
る
こ
と
だ
と



い
う
。『書

紀
』
第
十
段
本
文
で
は
、
「伏
罪
」
し
て
赦
し
を
乞
う
海
幸
彦
は
、
今
後

は

「俳
優
の
民
」
と
な
る
こ
と
を
誓
う
。

こ
こ
で
も
隼
人
の
風
俗
歌
舞
奏
上
の
起

源
が
語
ら
れ
て
い
る
。
な
お
同
本
文
で
は
、
海
幸
彦
で
あ
る
ホ
ノ
ス
ソ
リ
を

「吾

田
君
小
橋
等
が
本
祖
」
と
す
る
。
こ
れ
は
隼
人
の
豪
族
で
あ
る
阿
多
君
に
連
な
る

人
物
で
あ
ろ
う
。

同

一
書
第
二
で
は
、
「伏
罪
」
し
て
赦
し
を
乞
う
海
幸
彦
は
、
今
後
は

「俳
人
」

「狗
人
」
と
な
り
山
幸
彦
に
仕
え
る
こ
と
を
誓
い
、
ま
た
、
山
幸
彦
の

「神
徳
」

を
知
る
。
さ
ら
に
海
幸
彦
の
子
孫
で
あ
る

「諸
の
隼
人
等
」
が
、
天
皇
の
宮
に
狗

と
し
て
奉
仕
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
隼
人
の
狗
吠
の
起
源
が
語
ら
れ
る
。

他
の
所
伝
で
も
同
様
の
物
語
が
展
開
す

る
が
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
海
幸
彦
は
、

隼
人
の
祖
先
だ
と
明
言
さ
れ
て
は
い
な
い
。

以
上
、
「日
向
神
話
」
に
登
場
す
る
隼
人
に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
海
宮
訪
問

譚
に
お
い
て
、
隼
人
に
対
す
る
懲
罰
的
と
も
言
い
う
る
描
写
が
あ
る
こ
と
に
注
意

し
た
い
。
天
皇
家
の
祖
先
で
あ
る
山
幸
彦

に
従
わ
な
か
っ
た
、
隼
人
の
祖
先
で
あ

る
海
幸
彦
は
、
屈
服
さ
せ
ら
れ
罪
に
伏
し
て
赦
し
を
乞
い
、
永
遠
の
服
従
を
誓

っ

た
。
そ
れ
は
遥
か
神
代
に
定
ま

っ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。

一
一.
隼
人
研
究
の
概
略

こ
こ
で
、
現
在
の
隼
人
研
究
の
概
略
に

つ
い
て
簡
潔
に
振
り
返

っ
て
み
た
い
。

紙
数
の
都
合
上
、
そ
の
結
論
に
の
み
触
れ
、
議
論
の
詳
細
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
拙
稿
で
先
行
研
究
や
参
考
文
献
を
指
示
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た

い

2
。隼

人
と
は
、
天
皇
の
権
威
を
高
め
る
た
め
、
国
家
の
威
儀
を
整
え
る
た
め
、
中

国
の
華
夷
思
想
に
基
づ
き
夷
狄
概
念
を
援
用
し
な
が
ら
政
治
的
に
創
出
さ
れ
た
、

制
度
と
し
て
の

「異
民
族
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
古
代
王
権
が
南
九
州
の
人
々

を
隼
人
と
呼
び
は
じ
め
た
の
は
天
武
朝
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
よ
り

前
の
時
期
の

『記

・
紀
』
隼
人
関
係
記
事
は
文
飾
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の

記
事
の
中
に
は
、
明
ら
か
に
漢
籍
や
中
国
的
夷
狄
観
に
基
づ
く
も
の
が
あ
る
。
南

九
州
の
人
々
は
、
政
治
的
な
い
し
政
策
上
の
転
換
に
よ
り
、
九
世
紀
初
頭
以
降
は

隼
人
と
は
呼
ば
れ
な
く
な
る
。

つ
ま
り
、
南
九
州
の
人
々
が
隼
人
だ
と
さ
れ
た
の

は

一
二
〇
年
間
ほ
ど
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
肥
後
国
域
に
隼
人
と
さ
れ
た

人
々
は
お
ら
ず
、
種
子
島

・
屋
久
島
か
ら
奄
美
諸
島

・
沖
縄
諸
島

に
か
け
て
の

人
々
は
南
島
人
で
あ

っ
て
隼
人
で
は
な
い
。
も
と
も
と
日
向
国
は
、
現
在
の
宮
崎

県
域
と
鹿
児
島
県
本
土
域
を
包
括
し
た
広
大
な
範
囲
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
広
域
日
向
国
か
ら
薩
摩

・
大
隅
両
国
域
を
除
い
た
地
域
、
す
な
わ
ち
現
在
の

宮
崎
県
域
の
人
々
が
隼
人
だ
と
さ
れ
た
例
は
、
古
代
史
料
上
ひ
と

つ
も
な
い
。
し

た
が

っ
て
薩
摩

・
大
隅
両
国
域
、
現
在
の
鹿
児
島
県
本
土
域
の
人
々
の
み
が
隼
人

だ
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
古
代
の
国
境
と
現
在
の
県
境
が

ま

っ
た
く
同
じ
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、

島
嶼
地
域
で
あ
る
薩
摩
国
甑
島
郡
の
人
々
は
隼
人
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
薩
摩

国
出
水
郡
の
よ
う
に
、
薩
摩

・
大
隅
両
国
に
お
い
て
も
住
民
が
隼
人
だ
と
は
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
地
域
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
隼
人
と
は
、
薩
摩

・
大
隅

両
国
の
人
々
と
他
地
域
の
人
々
を
文
化
的
要
素
に
よ
っ
て
区
分
し
た
と
い
う
よ
り



も
、
む
し
ろ
行
政
的
な
区
分
、
あ
る
種
の
身
分
制
度
だ
と
考
え
た
方
が
理
解
し
や

す
い
政
治
的
概
念
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
「政
治
的
に
創
出
さ
れ
た
身
分
制
度

と
し
て
の
隼
人
」
「文
献
上
に
あ
ら
わ
れ

る
隼
人
像
」
と

「古
代
南
九
州
の
人
々

の
実
態
」
は
、
可
能
な
限
り
明
確
に
区
別

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

史
料
1

『芸
文
類
聚
』
巻
十

一

帝

王
部

一

帝
夏
禹

帝
王
世
紀
曰

。
伯
禹
夏
后
氏
。
　

姓
也
。
〈中
略
〉
長
二
於
西
羌

一。
西
羌

夷
人
也
。
〈後
略
〉

史
料
2

『初
学
記
』
巻
九

帝
王
部
總

叙
帝
王

伯
禹
帝
夏
后
氏
。
帝
王
世
紀
曰

。
禹
。
　

姓
也
。
〈中
略
〉
長
二
於
西
羌

一。

西
夷
人
也
。
〈後
略
〉

史
料
3

『太
平
御
覧
』
巻
八
十
二

皇
王
部
七

夏
帝
禹

帝
王
世
紀
曰

、
伯
禹
夏
后
氏
、
　

姓
也
。
〈中
略
〉
長
二
於
西
羌

一。
夷
人
。

〈後
略
〉

『帝
王
世
紀
』
に
よ
る
と
、
萬
は

「西
羌
」
に
長
じ
た

「夷
人
」
だ
と
い
う
。

晋

・
皇
甫
謐

『帝
王
世
紀
』
は
、
特
に

『書
紀
』
編
纂
に
際
し
て
参
考
に
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い
史
書
と
し
て
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
3
。
し
た
が

っ
て
、
隼
人

が
夷
狄

で
あ
る
こ
と
、
隼
人
が
天
皇
と
同
祖
で
あ
る
こ
と
、
天
皇
家
が

「蕃
夷
の

地
」
に
出
自
を
持

つ
こ
と
は
、
萬
と
い
う

「偉
大
な
る
聖
帝
」
の
類
例
が
中
国
に

あ
る
た
め
、
異
と
す
る
に
は
及
ぶ
ま
い
4
。

三
.
『
記

・
紀
』
編
纂
時
に
お
け
る
南
九
州
情
勢

次
に

『記

・
紀
』
編
纂
時
に
お
け
る
隼

人
あ
る
い
は
南
九
州
情
勢
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。
『書
紀
』
に
よ
る
限
り
、
七
世
紀
末
ま
で
の
南
九
州
情
勢
は
比
較
的

平
穏
で
あ
る
。
し
か
し
、
七
世
紀
最
末
期
か
ら
不
穏
な
情
勢
と
な
り
、
八
世
紀
は

じ
め
に
か
け
て
軍
事
衝
突
さ
え
発
生
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本

稿
の
主
旨
に
関
わ
る
範
囲
で
確
認
し
た
い
5。

天
武
十

一
年

(六
八
二
)
秋
七
月
、
隼
人
が
来
朝
し
方
物
を
貢
じ
、
大
隅
隼
人

と
阿
多
隼
人
が
相
撲
を
行

っ
た
6
。
こ
れ
が
史
料
上
の
隼
人
の

「初
見
」
記
事
で

あ
る
。
そ
の
後
、
天
武
の
殯
に
お
い
て
隼
人
は
誅
を
行
い
7
、
賜
禄
さ
れ
8
、
さ

ら
に
持
統
年
間
に
お
い
て
は
、
隼
人
居
住
地
に
僧
を
送
り
仏
教
を
伝
え
よ
と
の
詔

が
出
さ
れ
9
、
ま
た
朝
貢
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
m
。

以
上
の
よ
う
に
、
七
世
紀
末
ま
で
の
対
隼
人
/
南
九
州
情
勢
は
、
少
な
く
と
も

表
面
上
は
平
穏
で
あ
る
の
だ
が
、
文
武
朝
に
入
る
頃
か
ら
、
状
況
は
変
わ
り
は
じ

め
る
。

ま
ず
文
武
年
間
に
、
南
島
に
派
遣
さ
れ
た
覓
国
使
を
南
九
州
の
豪
族
が
脅
迫
す

る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
、
政
府
は
竺
志
惣
領
に
命
じ
て
こ
れ
を
処
分
さ
せ
る

が
、
そ
も
そ
も
派
遣
に
際
し
て
、
政
府
が
覓
国
使
に
武
器
を
支
給
し
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
よ
う

。
こ
れ
ら
南
九
州

の
豪
族
は
隼
人
の
首
長
層
で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
国
郡
制
施
行

へ
の
反
発
と
理
解
す
る
説

と
、

南
九
州
と
南
島
の
間
に
存
在
し
た
通
交

・
交
易
を
阻
害
さ
れ
る
こ
と

へ
の
反
発
と

理
解
す
る
説

と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
の
支
配
が
強
ま
る
こ
と

へ

の
反
発
と
し
て
発
生
し
た
事
件
で
あ
ろ
う
。

続

い
て
大
宝
二
年

(七
〇
二
)
に
は
、
薩
摩
国
成
立
に
際
し
て

「反
乱
」
が
起

き
、
政
府
と
隼
人
の
問
に
軍
事
衝
突
が
発
生
し
て
い
る
。
『
続
日
本
紀
』
(以
下
、



『続
紀
』)
大
宝
二
年

(七
〇
二
)
八
月
丙
申
朔
条
は

「校
レ
戸
置
レ
吏
」
と
あ
る
よ

う
に
薩
摩
国
と
多
禰
嶋

の
成
立
に
関
す

る
記
事
で
あ
る
が
、
「発
レ
兵
征
討
」
す

る
事
態
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
後
に
戦

後
処
理
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「要
害
之

地
」
に

「建
レ
柵
置
レ
戌
」
こ
と
が
建
議
さ
れ
、
許
可
さ
れ
て
い
る

。
こ
の

「反

乱
」
も
大
局
的
に
見
れ
ば
、
政
府
の
支
配
が
強
ま
る
こ
と

へ
の
、
地
域
社
会
の
反

発
お
よ
び
抵
抗
の
あ
ら
わ
れ
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
ら
に
和
銅
六
年

(七

一
三
)
に
は
、
薩
摩
国
同
様
大
隅
国
成
立
に
際
し
て
も

「反
乱
」
が
起
き
、
政
府

・
隼
人
間
の
軍
事
衝
突
の
の
ち
、
豊
前
か
ら
の
移
民
政

策
が
採
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
同
年
四
月
に
日
向
国
か
ら
四
郡
を
さ
い
て
大
隅
国
が

設
置
さ
れ
る

が
、
同
年
七
月
に
は

「隼
賊
」
と
の
戦
い
で
功
績
を
あ
げ
た
軍
士

へ
の
褒
賞
が
な
さ
れ
て
お
り

、
大
隅
建

国
に
際
し
て
軍
事
衝
突
が
発
生
し
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
隼
人
は

「昏
荒
野
心
」
に
し
て

「未
レ
習
二
憲
法
」

と
い
う
状
態
で
あ
る
た
め
、
豊
前
か
ら
の
移
民
に
隼
人
を
教
導
さ
せ
る
の
だ
と
い

う
18。そ

し
て
養
老
四
年

(七
二
〇
)
に
は
、
大
隅
国
守
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
最
大

に
し
て
最
後
と
な
る
隼
人
の

「反
乱
」
が
起
こ
り
、
戦
闘
が

一
年
数

ヶ
月
間
に
も

及
ぶ
と
い
う
事
態
と
な
る
。
ま
ず
養
老
四
年
二
月
末
に
隼
人

「反
乱
」
の
急
報
が

届
き

、
政
府
側
の
反
応
は
早
く
三
月
は
じ
め
に
は
大
伴
旅
人
を
司
令
官
と
し
た

「征
討
」
軍

の
編
成
が
な
さ
れ
た

。
そ

の
後
、

「乱
」
の
経
過
を
伝
え
る
史
料

も
あ
る
が

、
養
老
五
年

(七
二

一
)
七
月

に
至
り
よ
う
や
く
戦
い
が
終
結
す
る

。

さ
ら
に
有
功
者

へ
の
褒
賞
や
南
九
州
三
国

へ
の
負
担
軽
減
措
置
な
ど
の
戦
後
処
理

が
な
さ
れ
て
い
る

。
以
上
が
、
史
料
上
確
認
さ
れ
る
最
後
の

「隼
人
の
反
乱
」

で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
通
り
、
『
記

・
紀
』
編
纂
時
に
あ
た
る
八
世
紀
は
じ

め
に
は
、
対
隼
人
/
南
九
州
政
策
は
緊
迫
の
度
合
い
を
強
め
、
軍
事
衝
突
さ
え
発

生
す
る
状
況
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
政
府
と
す
れ
ば
、
隼
人
支
配
あ
る
い
は
南

九
州
支
配
を
正
当
化
す
る
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
構
築
が
必
要
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
24。と

こ
ろ
で
、
和
銅
五
年

(七

一
二
)
の

『
記
』
「
日
向
神
話
」
は
阿
多

(薩
摩

側
)
を
中
心
に
取
り
上
げ

て
お
り
、
大
隅
に
関
す
る
と
考
え
ら
れ
る
地
名
等
に
は

あ
ま
り
触
れ
な
い
。
養
老
四
年
の

『書
紀
』
「日
向
神
話
」
は
、
登
場
す
る
の
が

「隼
人
等
が
始
祖
」
(第
九
段
火
中
出
産
譚

・
本
文
)、
「諸

の
隼
人
等
」
(第
十
段
海
宮

訪
問
譚

・
一
書
第
二
)
と
必
ず
し
も
阿
多

(薩
摩
側
)
に
舞
台
を
限
定
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
カ
シ
な
ど
大
隅
に
関
す
る
と
考
え
ら
れ
る
地
名
等
に
も
触
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
大
宝
二
年
に
薩
摩
側
で
、
和
銅
六
年
お
よ
び
養
老
四
年
に
大
隅
側
を

中
心
に
軍
事
衝
突
が
発
生
し
た
、
当
時
の
状
況
を
反
映
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

よ
う

。

こ
こ
ま
で
の
考
察
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
懲
罰
的
要
素
を
含
み
つ
つ
隼
人
の
服

属
や
風
俗
歌
舞
奏
上
な
ど
の
起
源
が
説
か
れ
る
と
い
う

『
記

・
紀
』

「日
向
神

話
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
七
世
紀
代
よ
り
も
、
む
し
ろ
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の

隼
人
/
南
九
州
情
勢
と
の

一
致
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

四
.
隼
人
の
風
俗
歌
舞
奏
上
の
開
始
時
期
に
つ
い
て

日
本
古
代
に
お
け
る

「夷
狄
」
を
め
ぐ
る
研
究
に
お
い
て
、
隼
人
と
蝦
夷

・
南



島
人
の
間
の
差
異
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
隼
人
は
風
俗
歌
舞
を
奏
上
す
る
が
、

蝦
夷
と
南
島
人
に
は
そ
れ
が
み
ら
れ
な
い
と
し
、
風
俗
歌
舞
奏
上
の
有
無
を
争
点

の
ひ
と

つ
と
し
て
、
隼
人
と
蝦
夷

・
南
島

人
の
位
置
付
け
の
違
い
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
蝦
夷

・
南
島
人
は
夷
狄

で
あ
る
が
隼
人
は
夷
狄
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
、
と
の
問
題
提
起
で
あ
る
。
こ
れ
は
重
要
な
論
点
で

あ
る
た
め
、
順
を
追

っ
て
確
認
し
た
い
。

史
料
4

『
日
本
書
紀
』

天
武
十
年

(六
八

一
)

九
月
庚
戌
条

饗
二
多
禰
嶋
人
等
干
飛
鳥
寺
西
河
辺
一、
奏
二
種
種
楽

一。

史
料
5

『
日
本
書
紀
』

天
武
十

一
年

(六
人
二
)

七
月
戊
午
条

饗
二
隼
人
等
於
飛
鳥
寺
之
西

一、

発
二
種

々
楽

一。
仍

賜
レ
禄
各
有
レ
差
。
道

俗
悉
見
之
。
〈後
略
〉

こ
の
問
題
を
め
ぐ

っ
て
は
、
史
料
4

・
5
記
事
の
演
奏
主
体
に
つ
い
て
、
大
平

聡
に
よ
り
以
下
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。
史
料
4
記
事

で

「奏
二
種
種
楽

し
て

い
る
の
は
多
禰
嶋
人
で
は
な

い
。
こ
こ
で
は
天
武
が
饗
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

「奏
二
種
種
楽

こ

の
主
語
も
天
武
で
あ
る
。
こ
の

「奏
」
は
か
な
で
る
、
演
奏

す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
奏
上
で
は
な

い
。
同
じ
構
文
の
隼
人
記
事

(史
料
5
)

で
は

「発
」
と
、
よ
り
演
奏
行
為
が
明
ら

か
な
用
字
で
あ
り
、
奏
上
と
い
う
意
味

で
は
な
い
。
こ
れ
ら
両
記
事
は
使
役
形
に
理
解
し
演
じ
さ
せ
た
と
解
釈
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
な
お
賜
禄
は
饗
宴
と
セ
ッ
ト
な
の
で
あ
り
、
風
俗
歌
舞
を
奏
上
し

た
か
ら
賜
禄
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
南
島
人
の
風
俗
歌
舞
奏
上
は
史

料
上
確
認
で
き
な
い
、
と
の
指
摘
が
な
さ

れ
た

。

こ
れ
に
対
し
て
永
山
修

一
は
、
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。

史

料

6

『
日
本

書

紀

』

清

寧

天

皇

四

年

(四

八
三
)

秋

八

月

丁

未

朔

癸

丑
条

天
皇

親

録

二
囚

徒

一
。

是

日
、

蝦

夷

・
隼

人
並

内

附

。

史

料

7

『
日
本

書

紀

』

欽

明

天
皇

元
年

(
五
四
〇
)

三
月

条

蝦

夷

・
隼

人
、

並

率

レ
衆

帰

附
。

史

料

8

『
日
本

書

紀

』

斉

明

天
皇

元
年

(六

五
五
)

是

歳

条

高

麗

・
百

済

・
新

羅

、

並

遣

レ
使

進

調

。

〈百
済

大
使
西
部
達
率

余
宜
受
、
副

使
東
部
恩
率
調
信
仁
、
凡

一
百
餘

人
。
〉
蝦

夷

・
隼

人

率

レ
衆

内

属

、

詣

レ
闕
朝

献

。

新

羅

別

以

二
及
餐

弥

武

一
為

レ
質

、

以

二
十

二

人

一
為

ニ
才

伎

者

一
。

弥

武

遇

疾

而

死
。

是

年

也

、

太

歳

乙
卯

。

史

料

9

『
続

日
本

紀

』

和

銅

三
年

(七

一
〇
)

正

月

壬
午

朔

条

天
皇

御

二
大

極

殿

一
受

レ
朝

。

隼

人

・
蝦

夷

等

、

亦

在

レ
列

。

左

将

軍

正

五

位

上

大

伴

宿

禰

旅

人

・
副

将

軍

従

五
位

下
穗

積

朝

臣

老

、

右

将

軍

正

五
位

下
佐

伯

宿

禰

石

湯

・
副

将

軍
従

五

位

下

小

野
朝

臣

馬

養

等

、

於

二
皇

城

門

外

朱

雀

路

東

西

一
分

頭

、

陳

二

-
列

騎

兵

一
、

引

二
隼

人

.
蝦

夷

等

一
而

進

。

史

料

10

『
続

日
本

紀

』

和

銅

三
年

正
月

丁
夘

条

天
皇

御

二
重

閣

門

一
、

賜

二
宴

文

武

百
官
并

隼

人

.
蝦

夷

一
、

奏

二
諸

方

楽

一
。

従

五

位

已

上

賜

二
衣

一
襲

一
。

隼

人

・
蝦

夷

等

、

亦

授

レ
位

賜

レ
禄

各

有

レ

差

。

史

料

11

『
続

日
本

紀

』

霊

亀

元
年

(七

一
五
)

正

月

甲
申

朔

条

天
皇

御

二
大

極

殿

一
受

レ
朝

。

皇

太

子

始

加

二
礼

服

一
拝

朝

。

陸

奥

・
出

羽

蝦
夷
并
南
嶋
奄
美

・
夜
久

・
度
感

・
信
覚

・
球
美
等
、
来
朝
各
貢
二
方
物



一。
其
儀
、
朱
雀
門
左
右
、
陣
二
-
列
鼓
吹

・
騎
兵
一。
元
会
之
日
、
用
二

鉦
鼓

一、
自
レ
是
始
矣

。
是
日
、

東
方
慶
雲
見
。
遠
江
国
献
二
白
狐

一。
丹

波
国
献
二
白
鴿

一。

史
料
12

『続
日
本
紀
』

霊
亀
元
年

正
月
戊
戌
条

蝦
夷
及
南
嶋
七
十
七
人
、
授
レ
位
有
レ
差
。

史
料
13

『続
日
本
紀
』

養
老
元
年

(七

一
七
)

四
月
甲
午
条

天
皇
御
二
西
朝

一。
大
隅

・
薩
摩

二
国
隼
人
等
、
奏
二
風
俗
歌
舞

一。
授
レ

位
賜
レ
禄
各
有
レ
差
。

『書
紀
』
『
続
紀
』
に
み
え
る
隼
人
、
南
島
人
と
蝦
夷
が
並
記
さ
れ
る
記
事
を

み
て
い
く
と
、
史
料
6
～
12
と
な
る
。

隼
人
は
和
銅
三
年

(史
料
9
～
10
)
ま
で

は
蝦
夷
と
並
記
さ
れ
る
が
、
霊
亀
元
年

(史
料
11
～
12
)
以
降
は
南
島
人
が
隼
人

に
か
わ

っ
て
蝦
夷
と
並
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
天
武
朝
よ
り
前
の
時

期

の
記
事

(史
料
6
～
8
)
を
歴
史
的
事
実
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
『
書

紀
』
編
纂
段
階
で
隼
人
は
蝦
夷
と
並
記
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
大
平
自
身
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
天
武
朝

の
記
事

(史
料
5
)
で
は
隼

人
が

「種
々
楽
」
を
な
し
た
わ
け
で
は
な

い
、
す
な
わ
ち
隼
人
が
風
俗
歌
舞
の
奏

上
を
行

っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
隼
人
の
風
俗
歌
舞
奏
上
の
確
実
な
例
は
養
老

元
年
の
史
料
13
と
な
る
。
よ
う
す
る
に
隼
人
が
蝦
夷
や
南
島
人
と
明
ら
か
に
区
別

さ
れ
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
和
銅
三
年
か
ら
養
老
元
年
の
間
で
あ
り
、

大
宝
令
制
定
時
点
で
隼
人
が
夷
秋
で
は
な

か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
、
と
指
摘

し
た

。

こ
こ
で
私
見
を
付
け
加
え
て
み
た
い
。
永
山
の
指
摘
通
り
、
和
銅
三
年
頃
ま
で

の
時

期

に

お

い

て
隼

人

は
蝦

夷

と

と

も

に
朝

賀

な

ど

に
参

加

し
両

者

は
並

記

さ

れ

る
が

、

遅

く

と

も

霊

亀

元
年

以
降

の
朝

賀

な

ど

に

お

い

て

は
蝦

夷

と

南

島

人
が

こ

れ

に
参

加

し
、

南

島

人
が

隼

人

に

か
わ

っ
て
蝦

夷

と

並

記

さ

れ

る
よ

う

に
な

っ
て

い

る
。

つ
ま

り
隼

人
と

蝦

夷

は
異

な

る
扱

い
を

受

け

る

よ
う

に
な

っ
て

い

る
。

史

料

14

『
令

集

解

』

巻

五

職

員

令

60
隼

人
司

条

隼

人
司

正

一
人
。

掌

下
検

二
-
校

隼

人

一
。

〈謂
。
隼

人
者
。
分
番
上
下
。

一
年
為

レ
限
。

其

下
番
在
レ
家
者
。
差

二
科
課
役

一。

及
簡

二
点

兵
士

一。

一
如
二
凡
人

一。
釈

云
。
畿

内

及
諸
国
。
有
二
附
貫

一者
。

課
二
調
役

一。

及
簡

二
点

兵
士

一。
古
記
亦
同
之
。

朱

云
。

凡
此

隼
人
者
良
人
也
。
古
辞

云
。
薩
摩
大

隅
等
国
人
。
初
捍

。

後
服
也
。
諾

請

云
。

已
為
レ
犬
。
奉

二
-
仕
人
君

一者
。

此
則
名
二
隼

人

一
耳
。
V
及

名

帳

。

教

二

-
習

歌

舞

一
。

〈穴

云
。
隼

人
之
職
是
也
。
朱

云
。
教
二
-
習
歌
舞

一
。
謂
隼
人
之

中
。

可
レ
有

レ
師
也
。
其
歌
舞
。
不

レ
在
二
常

人
之
歌
舞

一
。
可
レ
別
也
。
〉
造

※
二
-

作

竹

笠

一
事

上
。

〈朱

云
。

一
端
耳
。

竹
扇
等

。
亦

可
レ
作
者
。

私
所

レ
不

レ
見

レ

文
。
〉

※
問
。
竹
笠
為
レ
何
用
。
答
。
不
レ
見
者
。
私
不
レ
見
文
。

佑

一
人
。

令

史

一
人
。

使

部

十

人
。

直

丁

一
人
。

隼

人
。

隼

人

の
風

俗

歌

舞

奏

上

の
確

実

な

初

見

は

養

老

元

年

(史
料

13
)

で

あ

る

が

、

養

老

令

隼

人

司
条

に

は

「教

二
-
習

歌

舞

」

と

こ
れ

に

つ

い

て

の
規

定

が

あ

る

(史
料

14
参

照
)
。

職

員

令

集

解

60
隼

人

司
条

に

は

大

宝

令

の
注

釈

書

で
あ

る

『
古

記

』

が

引

か

れ

て

い

る

(史
料

14
)

の
で

、

隼

人

司

に

関

す

る
規

定

が

大

宝

令

段

階

で
存

在

し

た

こ

と

は

確

実

で

あ

ろ

う

四
。

し

か

し

「
教

二
-
習

歌

舞

こ

の
注

釈



部
分
に

『古
記
』
は
引
か
れ
て
お
ら
ず

(史
料
14
)、
大
宝
令
段
階
で
風
俗
歌
舞
の

規
定
が
存
在
し
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
ま
た
天
武

・
持
統
朝
に
隼
人
は
相
撲
を

行

っ
て
い
る
が
、
隼
人

の
相
撲
に

つ
い
て
は
二
例

(天
武
紀
十

一
年
秋
七
月
甲
午
条
、

持
統
紀
九
年

(六
九
五
)
五
月
丁
卯
条
)
し

か
確
認
さ
れ
ず
、
持
統
朝
以
後
、
隼
人

に
対
す
る
政
策
が
変
わ

っ
た
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
『記

・
紀
』
の
海
宮
訪
問
譚
で
は
隼
人
の
風
俗
歌
舞
奏
上

の
起
源
が
説
か

れ
て
い
た
が
、
『
記
』
の
海
宮
訪
問
譚
は
風
俗
歌
舞
に
触
れ
て
い
る
か
ら
、
『記
』

が
成
立
し
た
和
銅
五
年
段
階
で
こ
れ
が
な
さ
れ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と

も
そ
の
計
画
が
あ

っ
た
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
を
総
合
す
る
と
、
隼
人

が
蝦
夷
や
南
島
人
と
明
ら
か
に
区
別
さ
れ

て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
風
俗
歌
舞

奏
上
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
和
銅
三
年
か
ら
養
老
元
年
の
問
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
30
。
私
は
か
つ
て
隼
人
の
風
俗
歌
舞
奏
上
が
大
宝
令
段
階
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
に
つ
い
て
示
唆
し
た

が
、
失
考
で

あ

っ
た
。
よ
っ
て
、
こ
れ
を
撤
回
し
見
解
を
あ
ら
た
め
た
い
。

五
.
隼
人
に
よ
る
王
権
守
護
の
開
始
時
期

に
つ
い
て

続
い
て
隼
人
に
よ
る
王
権
守
護
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
隼
人
は
守
衛
、
吠

声
、
行
幸

へ
の
参
加
な
ど
、
天
皇
を
呪
術
的
に
守
護
す
る
存
在
だ
と
も
さ
れ
る
。

隼
人
は
夷
狄
的
性
格
と
王
権
守
護
的
性
格
と
の
二
面
性
を
持

つ
と
言
及
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
王
権
守
護
的
性
格
は
、
蝦
夷
や
南
島
人
に
は
み
ら
れ
な

い
と
も
さ
れ
る

。
と
こ
ろ
で
、
隼
人
の
王
権
守
護
的
性
格
が
史
料
に
明
記
さ
れ

確
認
さ
れ
る
の
は
、
『
記

・
紀
』

の
海

宮
訪
問
譚

が
初
見
で
は
な

か
ろ
う

か
。

『記
』
の
そ
れ
で
は
隼
人
が

「守
護
人
」
と
し
て
天
皇
に
奉
仕
す
る
起
源
が
説
か

れ
て
い
る
。
『書
紀
』
の
そ
れ
で
は
第
十
段

一
書
第

二
の
み

「狗
人
」
と
な
る
こ

と
や
、
天
皇
の
宮
垣
に

「吠
狗
」
し
て
仕
え
る
こ
と
の
起
源
が
説
か
れ
て
い
る
。

隼
人
に
よ
る
天
皇
守
衛
に
つ
い
て
は
、
『令
義
解
』
『令
釈
』
が
と
も
に

「簡
二

点
兵
士
」

の
職
掌
に
触
れ
、
『
古
記
』
も

「亦
同
レ
之
」
な
の
で
あ
る
か
ら

(史

料
14
)、
大
宝
令
段
階
で
こ
れ
が
行
わ
れ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
計
画
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
「簡
二
点
兵
士

こ

と
は

一

般
的
な
用
語
で
あ
り
、
大
宝
令
段
階
で

一
般
の
兵
士
と
同
様
の
天
皇
守
衛
以
上
の

機
能
、
す
な
わ
ち
、

「隼
人
な
ら
で
は
」

の

"
特
殊
"
な
呪
術
的
守
衛
ま
で
が
期

待
さ
れ
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
『
記
』
で
も

『
書
紀
』
で
も
、
「神
話
」

に
お
い
て
隼
人
の
天
皇
守
衛
の
起
源
が
語
ら
れ
る
こ
と
を
重
視
し
た
い
。
こ
と
に

『記
』
に
お
い
て
、
海
幸
彦
が
天
皇
の
守
護
人
と
な
る
こ
と
を
誓

っ
た
が
ゆ
え
に
、

「今
に
至
る
ま
で
」
風
俗
歌
舞
を
奏
上
し
て
い
る
の
だ
、
と
両
者
が

一
連
の
も
の

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
『
記
』
の
海
宮
訪
問
譚
は
仏
教
類

書

『
経
律
異
相
』
巻
三
二

「善
友
好
求
珠
喪
眼
還
明
二
」
を
直
接
の
典
拠
と
す

る

が
、
両
者
に
お
い
て

「守
護
」
の
用
字
が

一
致
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要

で
あ
る
。
な
お
、
史
料
14

(職
員
令
集
解
60
隼
人
司
条
)
で
議
論
の
対
象
と
な

っ
て

い
る
隼
人
と
は
、
隼
人
司
管
轄
下
の
畿
内
隼
人
で
あ
り

、
薩
摩

・
大
隅
両
国
が

隼
人
司
の
管
轄
下
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

次
に
隼
人
の
吠
声
に
つ
い
て
。

一
般
に
隼
人
の
吠
声
に
は
、
天
皇
を
呪
術
的
に

守
護
す
る
機
能
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『
万
葉
集
』
に

「隼
人
の
名
に
負

ふ
夜
声

い
ち
し
ろ
く
わ
が
名
は
告
り

つ
妻
と
た

の
ま
せ
」
(巻
一
一
、
寄
物
陳
思
、



二
四
九
七
番
)
の
歌
が
あ
る
た
め
、
吠
声

が
八
世
紀
代
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
確

実
で
あ
ろ
う
が
、
職
員
令
集
解
60
隼
人
司
条
に
引
か
れ
る

『古
辞
』
(史
料
14
)
で

は
、

「は
じ
め
荒

々
し
か
っ
た
隼
人
は
の
ち
に
服
属
し
、
犬
と
し
て
天
皇
に
奉
仕

す
る
よ
う
に
な

っ
た
」
と
い
う
主
旨
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
も
し
、
こ
れ

が
多
少
な
り
と
も
事
実
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
隼
人
が

「狗
人
」
と
な

り

「吠
狗
」
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
後
次
的
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『記
』
が
吠
声
に
触
れ
な
い
こ
と
も
重
要

で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
隼
人
の
行
幸
参
加
に
つ
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
悪
霊
払
い
の
よ
う
な
呪
術

的
機
能
が
期
待
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
宮
衛
令
集
解
26
車
駕
出
入

条
に

『古
記
』
が
引
か
れ
て
お
り

(史
料
15
)、

史
料
15

『令
集
解
』
巻
廿
四

宮
衛
令
26
車
駕
出
入
条

凡

車

駕

出

入

。

諸

従

レ
駕

人

当

按

次

第

。

如

二
鹵

簿

図

一。

〈
謂
。

当

按

。

猶

二
列

次

一
也
。

言

諸

衛

各

整

二
当

陣

列

次

一。

令

三
レ
其

不

二
雑

乱

一也

。

釈

云

。

鄭

玄

注

礼

記

云
。

不
レ
失

二
其

所

一
日

レ
当

。

猶

三
俗

言

二
当

頭

一
也
。

当
読

去

声
。
古
記

云
。

当

按

。

謂

二
亦

次

一耳

。
鹵

簿

図

。

謂

行

幸

之

図

也

。

仮

令

。

行

二
芳

野

一。

左

右

京

職

列

レ
道

。

次

隼

人

司

。

衛

門

府

。

次

左

衛

士
府

。

次

図
書

寮
。

如

レ
此

諸

司

当

次

図

耳
。

至

二
羅

城

之

外

一。

倭

国

列

レ
道

。

京

職

停

止
也

。

穴

云
。

儀

制
令

唐

答

。

鹵
簿

隊
仗

之

名

也

。

問

。
鹵

簿

図

在

二
誰

司

一哉

。

答

。

不
レ
見

レ
文

。

臨

時

行

幸

之

時

。

而

諸

司

造

耳

。

非

。

或

云
。

師

云
。

歯

簿

図

常

可

レ
有

。

但

在

二
其

司

一
不
レ
見

。

同

。

但

別

司

可

レ
有

。

在

レ
穴

。

朱

云
。

問

。

当

按

事

欺

也

。

答

。

然

如

レ
文

読

也

。
〉

去

レ
御

三

百

歩

内

。

不

レ
得

レ
持

二
兵

器

一。

其

宿

衛

人

従

レ
駕

者

聴

之

。

〈跡

云
。

去

レ
御

。

謂

一
面

相

去

限

二
此

三

百

歩

内

一
。

不

レ
得

レ
持

二
兵

器

一。

故

上

条

云
。

駆

二
斥

所

レ
不

レ
当

レ
留
者

一
。

此

三

百
歩

外

合

二
駆

斥

一。

又

従

レ
駕

人

。

須

輿

之

間

往

来

者

不

レ
禁

。

故

云

二
従

レ
駕

者

聴

一
。

朱

云

。

問

。
雖

二
宿

衛

人

一
不
レ
従

レ
駕

者

不

レ
聴

哉

。

答

。

然

也
。

不

レ
従

レ
駕

者

。

同

二
上

文

三

百
歩

内

不

一
レ
得

レ
持

二
兵

器

一耳

者

。
〉

隼
人
司

(管
轄
下
の
隼
人
)
の
行
幸
参
加
に
触
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、

『古
記
』
編
纂
時
で
あ
る
天
平
年
間
頃
の
吉
野
行
幸
に
お
け
る
歯
簿
の
具
体
例
が

例
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
、
『
古
記
』
が
引
か
れ
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
、
た
だ
ち
に
大
宝
令
段
階
に
お
け
る
行
幸
参
加
が
保
証
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
仁
藤
敦
史
に
よ
る
と
、
行
幸
関
係
の
律
令
諸
規
定
を
通
覧
す
る
と
、
行
幸

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
規
定
は
存
在
せ
ず
、
実
際
の
行
幸
に
お
い
て
こ
れ
ら
法
規

定
は
空
文
化
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
律
令
制
定
時
に
行
幸
に
つ
い
て
の
明

確
な
プ
ラ
ン
が
未
定
だ

っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
「律
令
国
家
」
に
お
け
る
行
幸
関

係
の
制
度
が
整
備
さ
れ
る
の
は
天
平
年
間
後
半
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
36
。

さ
て
、
隼
人
の
行
幸
参
加
に
求
め
ら
れ
た
機
能
が
吠
声
に
よ
る
避
邪
お
よ
び
天
皇

守
護
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
吠
声
の
開
始
と
同
時
か
、
そ
れ
以
降
に
開

始
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
記

・
紀
』
と
も
海
宮
訪
問
譚

で
は
行
幸
参
加

に
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
隼
人
の
行
幸
参
加
の
実
例
に

つ
い
て
は
、
『
続

紀
』
天
平

一
五
年

(七
四
三
)
七
月
庚
子
条
の
聖
武
天
皇
の
石
原
宮
行
幸
記
事
が

史
料
上
の
初
見
か
と
も
さ
れ
る
肝。

最
後
に
隼
人
の
名
義
に

つ
い
て
、
「隼
」
の
用
字
が

『
周
礼
』
鄭
玄
注
、
『
釈

名
』
な
ど
に
み
え
る
、
四
神
思
想
に
お
け
る
南
方
を
守
護
す
る
存
在
で
あ
る

「鳥

隼
」
か
ら
採
用
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
が
、
現
在
に
お
け
る
通
説
的
理
解
と
な

っ
て



い
る

。
し
か
し
こ
れ
に
は
、
隼
人
が
居
住
す
る
の
は

「西
海
道
」
で
あ
り
、
ま

た
隼
人
は

「西
隅
小
賊
」
39
と
も
表
現
さ

れ
、
西
方

の
存
在
だ
と
し
て
観
念
さ
れ

て
い
た
と
す
る
有
力
な
反
論
が
あ
る

。
ま
た
、
私
は
隼
人
の
名
義
に

つ
い
て
、

『易
経
』
繋
辞
下
伝
に
み
え
る
世
に
患
害

を
な
す
小
人
の
象
徴
と
し
て
の
隼
像
、

『国
語
』
魯
語
下
に
み
え
る
遠
方
の
夷
狄

の
象
徴
、
あ
る
い
は
き
ざ
し
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
隼
像
の
存
在
を
指
摘
し
た
。

し
た
が

っ
て
、
隼
人
の
名
義
が
王
権
を

守
護
す
る
四
神
思
想
か
ら
採
用
さ
れ
た
と
す
る
通
説
に
は
、
躊
躇
を
覚
え
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
る

。

以
上
確
認
し
た
よ
う
に
、
隼
人
に
よ
る
呪
術
的
な
王
権
守
護
が
八
世
紀
初
頭
ま

で
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
は
な
く
、
こ
れ
ら
は
後
次
的
な
機
能
だ
と

考
え
ら
れ
よ
う
。
呪
術
的
な
要
素
を
含
む
王
権
守
護
が
蝦
夷

・
南
島
人
に
は
み
ら

れ
ず
、
隼
人
の
み
に
付
随
す
る
機
能
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
始
期
は
両
者

の
行
政
上
の
扱
い
が
異
な
り
は
じ
め
る
和
銅
～
養
老
年
間
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
行
幸
参
加
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
遅
れ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
隼
人

の
王
権
守
護
的
性
格
、
特
に
そ
の
呪
術
的
機
能
が
明
確
化
し
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、

風
俗
歌
舞
奏
上
と
同
じ
く
和
銅
三
年
か
ら
養
老
元
年
の
間
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

も
の
と
考
え
た
い

。

六
.
奈
良
時
代
の

「
日
向
神
話
」

『延
喜
式
』
に
は

「神
代
三
陵
」
の
記
載
が
あ
る
が
、
そ
れ
は

「日
向
」

る
と
し
か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
詳
細

は
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
。

史
料
31

『延
喜
式
』
巻
第
二
十

一

諸
陵
寮

に
あ

日
向

埃

山

陵

〈
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊

杵
尊
。
在
二
日
向
国

一。
無
二
陵
戸

一。
〉

日
向

高

屋

山
上

陵

〈彦
火
火
出
見
尊
。
在
二
日
向
国

一。
無
二
陵
戸

一。
〉

日
向

吾

平

山
上

陵

〈彦
波
瀲

武
草

不
葺
合
尊
。
在
二
日
向
国

一。
無

陵

戸

一。
〉

〈
已
上
神
代
三
陵
。
於
二
山
城
国
葛
野

郡
田
邑
陵
南
原

一祭
之
。
其
兆
城
東
西

一
町
。
南
北

一
町
。
〉

こ
こ
で
は
、
「以
上
の
神
代
三
陵
に

つ
い
て
は
、
山
城
国
葛
野
郡
の
田
邑
陵
で

祭
る
」
と
い
う
主
旨
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
田
邑
陵
と
は
文
徳
天
皇
陵

で
あ
り
、
そ
の
文
徳
が
亡
く
な

っ
た
の
は
天
安
二
年

(八
五
八
)
で
あ
る
。
永
山

は
こ
れ
に

つ
い
て
、

「八
五
八
年
に
亡
く
な

っ
た
天
皇
の
陵
で
日
向
三
代
を
祭
る

わ
け
で
す
か
ら
、
祭
り
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
八
五
八
年
よ
り
後
の
こ
と
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
た
が

っ
て
古
代
に
は
、
神
代
三
代
の
陵
が
ど
こ
に
あ
る
か
と

い
う
こ
と
は
、
ど
う
で
も
良
か
っ
た
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
指
摘

す
る

。
奈
良
時
代
に
お
い
て
、
「
日
向
」
が
天
皇
家
祭
祀
と
の
関
わ
り
で
重
視

さ
れ
た
形
跡
は
ほ
と
ん
ど
な

い
但
。
奈
良
時
代

の
人

々
に
と

っ
て
、
天
皇
家
の

「父
祖
の
地
」
が

「日
向
」
で
あ
り
、
初
代
の
王
が

「日
向
」
か
ら
東
征
し
て
き

た
な
ど
、
は
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
誰
も
信
じ
て

は
い
な
か

っ
た
か
ら
こ
そ
、
「日
向
」
に
あ
る
と
さ
れ
る

「神
代
三
陵
」
は

「ど

う
で
も
良
」
い
扱
い
を
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
奈
良
時
代
の
人
々
に
と

っ

て
、
「
日
向
神
話
」
が
事
実
上

『
記

・
紀
』
編
纂
時
の
創
作
で
あ
る
こ
と
は
、

明
々
白
々
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

『書
紀
』
の

「想
定
読
者
」
に
つ
い
て
、
貴
族
官
人
層
だ
と
す
る
見
解
が
な
さ

れ

、
支
持
さ
れ
て
い
る
。
貴
族
官
人
層
だ
け
で
な
く
、
あ
る
い
は
地
方
豪
族
を



も
想
定
読
者
に
含
め
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
書
紀
』
が

国
内
向
け
に
編
ま
れ
た
史
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
、
私
も
賛
同
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
『
書
紀
』
が
国
内
向
け
の
史
書
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
天
皇
に
都
合

の
良

い
よ
う
内
容
を
自
由
に
創
作
す
る

こ
と
は
難
し
か

っ
た
、
と
の
議
論
が
あ

る

。
確
か
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ず
、

一
概
に
こ
れ
を
否
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
は
、
い
さ
さ
か
腋
に

落
ち
な

い
点
が
あ
る
。
よ
く

い
わ
れ
る
養
老
五
年

の
養
老
講
書
が
な
さ
れ
た

と

し
て
、
そ
の
場
に
い
あ
わ
せ
た
官
人
た
ち
は
、
『書
紀
』
の
語
る

「歴
史
」
に
心

服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
『
書
紀
』
に

記
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
官
人
た
ち
は
、

公
の
場
で
表
面
上
従
え
ば
、
そ
れ
で
よ

か
っ
た
の
で
あ
る
。
養
老
年
間
に
生
き

た
官
人
た
ち
は
、
『
書
紀
』

の
語
る
タ
テ

マ
エ
を
、
そ
れ
が

「大
本
営
発
表
」
で
あ

る
こ
と
を
、
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
数
世
代
が
交
代
し
、
百
年
も
経
て
ば
、
い
つ
し
か

『書
紀
』
に
記
さ

れ
た
こ
と
が

「本
当
の
こ
と
」
に
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、

=
二

〇
〇
年
後
も
、
い
ま
だ

『書
紀
』
の
呪
縛

か
ら
解
き
放
た
れ
た
と
は
い
い
難
い
。

そ
の
点
、
『書
紀
』
は
編
纂
者
が
想
定
し
て
い
た
よ
り
も
日
本

の
思
想
史
や
宗
教

史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
、
予
想
外

の

「成
功
」
だ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
『
書
紀
』
編
纂
者
も
想
定
さ
れ
る
読
者
た
ち
も
、
ま
さ
か

『書
紀
』
の
記
述

が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
影
響
を
与
え
う
る
と

は
、
当
時
、
考
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
以
上
の
こ
と
は
、
基
本
的
に
は

『記
』
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
ろ
う
。

な
お

「日
向
神
話
」
は
、
隼
人
に
向
け

て
、
す
な
わ
ち
隼
人
を
懐
柔
す
る
た
め

に
創
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
南
九
州
支
配
お
よ
び
隼
人
支
配
の
正
当
性
/
正
統
性

を
主
に
国
内

へ
喧
伝
す
る
た
め
に
創
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
当
時
の
官

人
た
ち
の

「共
通
理
解
」
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

七
.
む
す
び

八
世
紀
の
求
め
た

「神
話
」

隼
人
は
記
紀
神
話
に
登
場
す
る
が
、
蝦
夷
と
南
島
人
は
登
場
し
な
い
。
こ
の
よ

う
な
点
も
含
め
、
隼
人
の
位
置
付
け
、
蝦
夷

・
南
島
人
と
の
差
異
に
つ
い
て
、
私

は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
隼
人
、
蝦
夷
、
南
島
人
は
夷
秋
と
し
て
設
定
さ
れ

た
が
、
支
配
の
進
展
な
ど
政
治
状
況
の
推
移
に
よ
り
、
和
銅
年
間
頃
か
ら
隼
人
は

蝦
夷

・
南
島
人
と
は
異
な
る
扱
い
を
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
実
質
的
に
は
夷
狄

だ
と
は
さ
れ
な
く
な

っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し

『続
紀
』
の
記
事
を
み
る
と
、

そ
の
後
も
養
老
年
間
あ
た
り
ま
で
隼
人
は
蕃
夷
に
関
す
る
用
語
で
形
容
さ
れ
て
お

り
、
史
料
の
文
章
表
現
か
ら
伺
わ
れ
る
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
な
認
識
と
し
て
は
夷
狄

視
さ
れ
続
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
八
世
紀
は
じ
め
の
隼
人
を
取
り
巻
く
複
雑
な

政
治
情
勢
の
も
と
で
、

一
方
で
は
蝦
夷

・
南
島
人
と
は
異
な
り
隼
人
の
風
俗
歌
舞

奏
上
や
王
権
守
護
が
開
始
さ
れ
、

一
方
で
は
蝦
夷
同
様
に
隼
人
を
蕃
夷
に
関
す
る

用
語
で
形
容
す
る

『書
紀
』
の
認
識
が
あ
る
と
い
う
状
況

へ
至

っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る

。

さ
て

『記

・
紀
』
の

「日
向
神
話
」
に
は
仏
教
類
書
の
利
用
も
指
摘
さ
れ
て
お

り

、
そ
の
編
纂
時
に
お
け
る
文
飾
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
5。
。
な
お
八

世
紀
は
じ
め
に
は
東
北
地
方
で
も
蝦
夷
の

「反
乱
」
が
起
こ
る
。
記
紀
神
話
に
隼

人
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
蝦
夷
が
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
次
の



よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
南
九
州
に
お
け
る
隼
人
の
居
住

域
は
鹿
児
島
県
本
土
域
の
み
で
あ
り
、
養
老
五
年
を
最
後
に
軍
事
衝
突
も
終
わ
る
。

し
か
し
蝦
夷
居
住
域
は
東
北
地
方
中

・
北
部
と
広
く
、
軍
事
衝
突
も
後
々
ま
で
続

く
。
よ

っ
て
、
お
そ
ら
く
は
八
世
紀
は
じ
め
ま
で
の
段
階
で
、
隼
人
や
南
九
州
に

つ
い
て
は

「版
図
」
に
取
り
込
む
と
い
う

目
途
が

つ
い
た
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を

成
し
遂
げ
る
と
い
う
強
力
な
意
思
決
定
が
な
さ
れ
た
が
、
蝦
夷
や
東
北
地
方
に
つ

い
て
は
そ
の
目
途
が
立
た
な
か

っ
た
か
ら

で
は
な
か
ろ
う
か
田
。
む
ろ
ん
、
こ
れ

が
す
べ
て
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
理
由
の

一
つ
と
し
て
は
想

定
可
能
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
政
府
と
隼
人
の
軍
事
衝
突
、
風
俗
歌
舞
奏
上
の
始
期
、
王
権
守
護
的

性
格

の
始
期
、
対
蝦
夷
政
策
と
の
対
比
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
「日
向
神
話
」
に

描
か
れ
た
隼
人
像
に
つ
い
て
の
検
討
を
行

っ
た
。
以
上
の
本
稿
に
お
け
る
考
察
を

総
合
す
る
と
、
「
日
向
神
話
」
に
登
場
す

る
隼
人
に

つ
い
て
は
、
八
世
紀
の
隼
人

あ
る
い
は
南
九
州
情
勢
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
た
が

っ
て

「
日
向
神
話
」
に
描
か
れ

た
隼
人
像
は
、
「
八
世
紀

の
求
め
た
隼

人
」
で
あ
り
、
現
行

「日
向
神
話
」
が
最
終
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
八
世
紀

で
あ
る
と
理
解
し
た
い
。
私
は
以
前
に
、

天
武
朝
よ
り
前
の
時
期
の

『記

・
紀
』

隼
人
関
係
記
事
が
最
終
的
に
述
作
さ
れ
た

の
が
、
八
世
紀
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

た

が
、
本
稿
で
考
察
し
て
き
た
こ
と
は

こ
れ
と
も
合
致
す
る
。
以
上
が
、
本
稿

の
結
論
で
あ
る
。

本
稿
は
、
平
成
二
五
年
六
月

一
六
日
に
宮
崎
市
の
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス

・
シ
ー
ガ
イ

ア
リ
ゾ
ー
ト

・
サ
ン
ホ
テ
ル
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
国
際
会
議
場
ホ
ー
ル
A
に
て
開
催
さ

れ
た
平
成
二
五
年
度
古
事
記
学
会
大
会

(第
六
〇
回
)
に
お
け
る
口
頭
報
告

「
「日

向
神
話
」
の
隼
人
像
～
隼
人
研
究
の
視
点
か
ら
～
」
、
お
よ
び
同
年

一
〇
月
二
〇

日
に
鹿
児
島
市
の
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
に
て
開
催
さ
れ
た
隼
人

文
化
研
究
会
例
会
に
お
け
る
口
頭
報
告

「大
宝
令
前
後
の
隼
人
」
に
基
づ
い
て
い

る
。
ま
た
本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
松
下
幸
之
助
記
念
財
団
二
〇

一
二
年
度
研
究

助
成

「中
国
文
献
お
よ
び
中
国
思
想
の
伝
来
と
受
容
か
ら
み
た
古
代
日
本
天
皇
制

の
特
質
に
関
す
る
政
治
思
想
史
的
研
究
」
に
よ
る
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
な
お
本

稿
を
成
す
に
あ
た

っ
て
は
、
平
成
二
四
年
六
月

一
〇
日
に
鹿
児
島
市
の
鹿
児
島
県

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
に
て
開
催
さ
れ
た
隼
人
文
化
研
究
会
例
会
に
お
け
る

永
山
修

一
の
報
告

「
「隼
人
11
夷
狄

論
」
批
判
に

つ
い
て
1
伊
藤
循
氏
の
高
論
に

接
し
て
ー
」
に
大
き
な
示
唆
を
得
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
隼
人
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
、
本
稿
は
そ
れ
ら
と
重
な
り
合

う
点
も
多
く
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
拙
稿

「『
記

・
紀
』
隼
人
関
係
記

事
の
再
検
討

(
一
)

(二
)
」
(名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
編

『
人
間
文
化
研
究
』
九

・
一
五
、
二
〇
〇
八

・
二
〇

一
一
年
)
、
拙
稿

「
「日
向

神
話
」
と
南
九
州
、
隼
人
-
出
典
論
と
の
関
わ
り
か
ら
ー
」
(鹿
児
島
地
域
史



研
究
会
編

『鹿
児
島
地
域
史
研
究
』
五
、
二
〇
〇
九
年
)
。

ま
た
、
こ
れ
ら
拙
稿
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
循
に
よ
る
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。
伊
藤
循

「延
喜
式
に
お
け
る
隼
人
の
天
皇
守
護

と

「隼
人
11
夷
狄
論
」
批
判
」
(東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
/
首
都
大
学
東
京

都
市
教
養
学
部
人
文

・
社
会
系
編

『
人
文
学
報
』
四
六
〇
、
二
〇

一
二
年
)。

ま
た
、
以
下
の
論
考
も
参
照
さ
れ
た
い
。
伊
藤
循

「蝦
夷
と
隼
人
は
ど
こ
が
違

う
か
」
(吉
村
武
彦
ほ
か
編

『争
点
日
本
の
歴
史

第
3
巻
古
代
編
Ⅱ
』、
新
人

物
往
来
社
、

一
九
九

一
年
)
、
伊
藤
循

「古
代
王
権
と
異
民
族
」
(歴
史
学
研
究

会
編

『歴
史
学
研
究
』
六
六
五
、

一
九
九
四
年
)
、
な
ど
。

な
お
私
は
、
伊
藤

へ
の
反
批
判
を
行

っ
た
。
拙
稿

「文
章
表
現
か
ら
み
た
隼

人
」

(大
隅
国
建
国

=
二
〇
〇
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

・
霧
島
市

・
霧
島
市

教
育
委
員
会
編

『大
隅
国
建
国

一
三
〇
〇
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
集

大

隅
国
建
国
が
も
た
ら
し
た
も

の
』
、
二
〇
一
三

年
)
、
拙
稿

「隼
人
研
究
の
背

景
」
(宮
崎
考
古
学
会
編

『宮
崎
考
古
』
二
四
、
二
〇

一
三
年
)、
拙
稿

「隼
人

論
の
現
在
」
(古
代
学
協
会
編

『
古
代
文
化
』
六
六

-
二
、
二
〇

一
四
年
)、
拙

稿

「大
宝
令
前
後
に
お
け
る
隼
人
の
位

置
付
け
を
め
ぐ

っ
て
」
(加
藤
謙
吉
編

『
日
本
古
代
の
王
権
と
地
方
』
、
大
和
書
房
、
二
〇

一
五
年
刊
行
予
定
)。

拙
稿
註
1

「『
記

・
紀
』
隼
人
関
係
記
事
の
再
検
討

(
一
)
(
二
)
」
に
て
研
究

史
に
触
れ
、
近
年
の
隼
人
研
究
の
整
理
を
行

っ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

勝
村
哲
也

「修
文
殿
御
覧
天
部
の
復

元
」
(山
田
慶
見
編

『中
國
の
科
學
と
科

學
者
』
、
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、

一
九
七
八
年
)、
瀬
間
正
之

「日
本
書

紀
開
開
神
話
生
成
論
の
背
景
」
(『上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要
』

一
七
、
二
〇
〇

○
年
)
、
角
林
文
雄

「『
日
本
書
紀
』
・
『
古
事
記
』
冒
頭
部
分
と
中
国
史
書
」

(『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
六
、
二
〇
〇
〇
年
)、
瀬
間
正
之

「古
事
記
序
文
開
開
神
話
生
成
論
の
北且
尽
」
(『上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要
』

一

八
、
二
〇
〇

一
年
)
、
戸
川
芳
郎

『
漢
代
の
學
術
と
文
化
』
(研
文
出
版
、
二
〇

〇
二
年
)、
毛
利
正
守

「日
本
書
紀
冒
頭
部

の
意
義
及
び
位
置
づ
け

書
紀

に
お
け
る
引
用
と
利
用
を
通
し
て

」

(東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
編

『國

語
と
國
文
學
』
八
二

-
一
〇
、
二
〇
〇
五
年
)、
瀬
間
正
之

「ア
メ
ツ
チ
ノ
ハ

ジ
メ
」
(『
國
文
學
-
解
釈
と
教
材

の
研
究
1
』
五

一
-
一
、
二
〇
〇
六
年
)、

池
田
昌
広

「『
日
本
書
紀
』
書
名
論
序
説
」
(『佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
三
五
、

二
〇
〇
七
年
)
、
池
田
昌
広

「『
日
本
書
紀
』
は

「正
史
」
か
」
(鷹
陵
史
学
会

編

『鷹
陵
史
学
』
三
三
、

二
〇
〇
七
年
)、
尾
崎
勤

「中
大
兄
皇
子
と
周
公
旦

"
斉
明
朝
の

「粛
慎
」
入
朝
が
意
図
す
る
こ
と
」

(二
松
学
舎
大
学
21
世
紀
C

O
E
プ

ロ
グ
ラ
ム

『
日
本
漢
文
学
研
究
』

二
、

二
〇
〇
七
年
)
、
拙
稿
註
1

「「日
向
神
話
」
と
南
九
州
、
隼
人
-
出
典
論
と
の
関
わ
り
か
ら
ー
」、
森
博
達

『
日
本
書
紀
成
立
の
真
実

書
き
換
え

の
主
導
者
は
誰
か
』
(中
央
公
論
新

社
、
二
〇

一
一
年
)
、
瀬
間
正
之

「『古
事
記
』
序
文
生
成
論
典
拠
再
考
-
上
代

日
本

の
作
文
の

一
例
と
し
て
」
(『
ア
ジ
ア
遊
学
』

一
六
二
、
二
〇
一
三

年
)。

な
お

『書
紀
』
述
作
者
が

『帝
王
世
紀
』
を
直
接
参
照
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も

類
書
な
ど
を
経
由
し
た
間
接
利
用
で
あ

っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

拙
稿
註
1

「文
章
表
現
か
ら
み
た
隼
人
」、
七
二
頁
。
拙
稿
註
1

「大
宝
令
前

後
に
お
け
る
隼
人
の
位
置
付
け
を
め
ぐ

っ
て
」
。



こ
の
項
で
取
り
上
げ
る
南
島
覓
国
使
剽

劫
事
件
、
大
宝
二
年

・
和
銅
六
年

・
養

老
四
年
の
隼
人
の

「反
乱
」
に
つ
い
て
、
永
山
修

一
が
研
究
史
を
整
理
し
分
析

を
行

っ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た

い
。
永
山
修

一

「隼
人

の
戦
い
と
国
郡

制
」
(同

『
隼
人
と
古
代
日
本
』、
同
成
社
、
二
〇
〇
九
年
)
。

天
武
紀
十

一
年
秋
七
月
甲
午
条
。

天
武
紀
朱
鳥
元
年

(六
八
六
)
九
月
丙
寅
条
、
持
統
紀
元
年

(六
八
七
)
五
月

乙
酉
条
。

持
統
紀
元
年
七
月
辛
未
条
。

持
統
紀
六
年

(六
九
二
)
閏
五
月
己
酉
条
。

持
統
紀
三
年

(六
八
九
)
春
正
月
壬
戌
条
、
持
統
紀
九
年

(六
九
五
)
五
月
乙

未
条
、
同
丁
卯
条
。

文
武
紀
四
年

(七
〇
〇
)
六
月
庚
辰
条
。

文
武
紀
二
年

(六
九
八
)
四
月
壬
寅
条
。

中
村
明
蔵

「南
島
覚
国
使
と
南
島
人

の
朝
貢
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
(同

『
古
代

隼
人
社
会
の
構
造
と
展
開
』
、
岩
田
書
院
、

一
九
九
八
年
)、

一
八
七
頁
以
下
。

永
山
註
5

「隼
人
の
戦
い
と
国
郡
制
」
、
五
三
頁
。

小
林
茂
文

「隼
人
の
敗
北
と
社
会
」

(続

日
本
紀
研
究
会
編

『
続
日
本
紀
研

究
』
二
五
二
、

一
九
八
七
年
)
、
田
中
聡

「隼
人

・
南
嶋
と
国
家
-
国
制
施
行

と
神
話
1
」
(日
本
史
論
叢
会
編

『
日
本
史
論
叢
』

一
二
、

一
九
八
九
年
)、
竹

森
友
子

「南
島
と
隼
人
-
文
武
四
年
覓

国
使
剽

劫
事
件

の
歴
史
的
背
景
1
」

(奈
良
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
編

『
人
間
文
化
研
究
科
年
報
』
二

二
、
二
〇
〇
七
年
)
、
な
ど
。

『続
紀
』
大
宝
二
年
九
月
戊
寅
条
、
同
十
月
丁
酉
条
。

『続
紀
』
和
銅
六
年
夏
四
月
乙
未
条
。

『続
紀
』
和
銅
六
年
七
月
丙
寅
条
。

『続
紀
』
和
銅
七
年

(七

一
四
)
三
月
壬
寅
条
。

『続
紀
』
養
老
四
年
二
月
壬
子
条
。

『続
紀
』
養
老
四
年
三
月
丙
辰
条
。

『続
紀
』
養
老
四
年
六
月
戊
戌
条
、
同
八
月
壬
辰
条
。

『続
紀
』
養
老
五
年

(七
二

一
)
七

月
壬
子
条
。

『
続
紀
』
養
老
六
年

(七
二
二
)
四
月
丙
戌
条
、
『
続
紀
』
養
老
七
年

(七
二

三
)
四
月
壬
寅
条
。

吉
井
巌

「日
向
神
話
」
(『國
文
學
-
解
釈
と
教
材
の
研
究
1
』
二
三

-
一
四
、

一
九
七
八
年
)
、
永
山
修

一

「日
向
国
の
成
立
」
(宮
崎
県
編

『宮
崎
県
史

通

史
編

古
代
2
』
、

一
九
九
八
年
)、
拙
稿
註
1

「「
日
向
神
話
」
と
南
九
州
、

隼
人
-
出
典
論
と
の
関
わ
り
か
ら
ー
」
、
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

永
山
修

一

「古
代

の
日
向
1

『
古
事
記
』
の
日
向
関
係
記
事
を
中
心
に
ー
」

(宮
崎
県
地
域
史
研
究
会
編

『
宮
崎
県
地
域
史
研
究
』
二
七
、

二
〇

一
二
年
)
、

三
四
-
三

五
頁
。

大
平
聡

「古
代
国
家
と
南
島
」
(宮
城
学
院
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究

所
編

『沖
縄
研
究
ノ
ー
ト
』
六
、

一
九
九
六
年
)。

永
山
註
5

「隼
人
の
戦
い
と
国
郡
制
」
、
八
九

-
九
四
頁
。

な
お
註
23
養
老
六
年
四
月
丙
戌
条
で
も
蝦
夷
と
隼
人
が
並
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ

は
養
老
の
蝦
夷

・
隼
人
の

「反
乱
」
の
戦
後
処
理
に
関
し
て
言
及
さ
れ
た
記
事



で
あ
り
、
蝦
夷
と
隼
人
が
並
ん
で
王
権
儀
礼
に
参
列
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
本
稿
の
議
論
と
は
関
わ
ら
な
い
。

一
中
村
明
蔵

「隼
人
司
の
成
立
と
そ
の
役
割
」
(同

『
熊
襲

・
隼
人
の
社
会
史
研

究
』
、
名
著
出
版
、

一
九
八
六
年
)、
二
九
二
頁
。

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
永
山
註
5

「隼
人
の
戦
い
と
国
郡
制
」
、
九
二
頁
以

下
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
拙
稿

「国
栖
の
歌
笛
奏
上
と
こ
れ
に
関
わ
る
官
司
に
つ
い
て
」
(名
古
屋
市
立

大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
編

『
人
間
文
化
研
究
』
四
、
二
〇
〇
六
年
)
。

一
伊
藤
註
1

「蝦
夷
と
隼
人
は
ど
こ
が
違
う
か
」
七

一
-
七
二
頁
、
な
ど
。

瀬
間
正
之

「『
海
宮
訪
問
』
と

『
経
律
異
相
』
」
(同

『
記
紀
の
文
字
表
現
と
漢

訳
仏
典
』
、
お
う
ふ
う
、

一
九
九
四
年
)。

中
村
註
29

「隼
人
司
の
成
立
と
そ
の
役
割
」。
中
村
明
蔵

「隼
人
の
移
配
と
律

令
国
家

の
形
成
-
畿
内
制
と
浄
繊
観
念

に
ふ
れ
て
ー
」

(中
村
註
13

『
古
代
隼

人
社
会
の
構
造
と
展
開
』
)、
三

一
⊥
二
二
頁
。
永
山
註
5

「隼
人
の
戦
い
と
国

郡
制
」
、
九
〇
頁
。

澤
木
智
子

「日
本
古
代
の
行
幸
に
お
け

る
従
駕
形
態
を
め
ぐ

っ
て

八
世
紀

を
中
心
に

」
(
日
本
女
子
大
学
史
学
研
究
会
編

『
史
艸
』
三
〇
、

一
九
八

九
年
)
、
七
五

-
七
六
頁
。

仁
藤
敦
史

「古
代
国
家
に
お
け
る
都
城
と
行
幸

「動
く
王
」
か
ら

「動
か

な
い
王
」

へ
の
変
質

」
(同

『
古
代
王
権
と
都
城
』、
吉
川
弘
文
館
、

一
九

九
八
年
)
、
三
五
六

⊥
二
五
七
頁
。
仁
藤
敦
史

「古
代
王
権
と
行
幸
」
(同

『古

代
王
権
と
官
僚
制
』
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
)、
九
六
頁
以
下
。
た
だ
し
仁

藤
は
隼
人

の
行
幸
参
加
に
つ
い
て
、
令
制
以
前

か
ら

の
古
い
儀
礼
だ
と
す
る

(前
掲

「古
代
王
権
と
行
幸
」
、
九
六
頁
)
が
、
本
稿
で
考
察
し
て
き
た
と
お

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
従
え
な
い
。

永
山
修

一

「隼
人
と
律
令
制
」
(下
條
信
行
ほ
か
編

『
新
版
古
代
の
日
本
第
3

巻

九
州

・
沖
縄
』
、
角
川
書
店
、

一
九
九

一
年
)
、

一
七
六
頁
。
永
山
註
5

「隼
人
の
戦
い
と
国
郡
制
」
、
八
九
頁
。

駒
井
和
愛

「日
本
民
族
の
な
り
た
ち
」
(『
日
本
と
世
界
の
歴
史
第
1
巻

古
代

〈日
本
〉先
史
1
5
世
紀
』
、
学
習
研
究
社
、

一
九
六
九
年
)。
駒
井
和
愛

「熊
襲

・
隼
人
考
」
(古
代
学
協
会
編

『
古
代
文
化
論
孜

"
浜
田
耕
作
先
生
追
憶
』、

一

九
六
九
年
)
。
中
村
明
蔵

「隼
人
の
名
義
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
(同

『隼
人
と
律

令
国
家
』
、
名
著
出
版
、

一
九
九
三
年
)。

前
掲
註
21

『続
紀
』
養
老
四
年
六
月
戊
戌
条
。

河
内
春
人

「日
本
古
代
に
お
け
る
礼
的
秩
序
の
成
立
-
華
夷
秩
序
の
構
造
と
方

位
認
識
1
」
(『
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
四
三
、

一
九
九
七
年
)、

二

一
〇

-
二

一
一
頁
。

拙
稿
註
1

「隼
人
論
の
現
在
」
、
四
七

-
四
八
頁
。

隼
人
の
王
権
守
護
的
性
格
が
後
次
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
伊
藤
も
論
及
し

て
お
り
、
議
論
の

一
部
を
参
照
し
た
。
伊
藤
註
1

「延
喜
式
に
お
け
る
隼
人
の

天
皇
守
護
と

「隼
人
11
夷
秋
論
」
批
判
」
、
二
三

-
二
九
頁
。

永
山
註
25

「古
代

の
日
向
1

『
古
事
記
』
の
日
向
関
係
記
事
を
中
心
に
ー
」、

二
八

-
二
九
頁
。

坂
上
康
俊

「古
代

の
日
向
国
」
(坂
上
康
俊

ほ
か

『
県
史
45

宮
崎
県
の
歴



史
』
山
川
出
版
社
、

一
九
九
九
年
)
、
六
三
頁
。
ま
た
、
永
山
註
24

「
日
向
神

話
」
、

一
〇
四

-
一
〇
五
頁
。

細
井
浩
志

「律
令
国
家

の
国
史
編
纂

」
(同

『
古
代
の
天
文
異
変
と
史
書
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
)
、
三
二
八
頁
。

遠
藤
慶
太

「『
日
本
書
紀
』
の
分
註

伝
承
の
複
数
性
か
ら

」
(大
阪
歴

史
学
会
編

『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二

一
四
、

二
〇
〇
九
年
)
、
遠
藤
慶
太

『
東
ア
ジ

ア
の
日
本
書
紀
-
歴
史
書

の
誕
生
1
』

(吉
川
弘
文
館
、
二
〇

一
二
年
)

一
五

-
一
六
頁
、
な
ど
。

例
え
ば
、
水
口
幹
記

「奈
良
時
代
の

『
日
本
書
紀
』
読
書

養
老
講
書
を
め

ぐ

っ
て

」
(新
川
登
亀
男
ほ
か
編

『史
料
と
し
て
の

『
日
本
書
紀
』

津
田
左
右
吉
を
読
み
な
お
す
』
勉
誠
出
版
、
二
〇

一
一
年
)
、
な
ど
。

拙
稿
註
1

「大
宝
令
前
後
に
お
け
る
隼

人
の
位
置
付
け
を
め
ぐ

っ
て
」
。

瀬
間
正
之

「出
生

の
神
話

垂
仁

記

・
火
中
出
産
諦
の
存
在
と
漢
訳
仏
典

」
(古
橋
信
孝
ほ
か
編

『
古
代
文
学
講
座
四

人
生
と
恋
』、
勉
誠
社
、

一

九
九
四
年
)
、
瀬
間
註
33

『
記
紀
の
文
字
表
現
と
漢
訳
仏
典
』、
な
ど
。

拙
稿
註
1

「「日
向
神
話
」
と
南
九
州
、
隼
人
-
出
典
論
と
の
関
わ
り
か
ら
ー
」。

中
村
明
蔵

「イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

隼
人
の
文
化
圏
-
相
互
を
写
す
鏡
と
し
て
の
隼

人
と
蝦
夷
」
(東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
i
編

『
東
北
学
』

四
、
二
〇
〇

一
年
)
、

一
四
〇
頁
。
寺
川
眞
知
夫

「
日
向
神
話
の
設
定
」
(『
万

葉
古
代
学
研
究
所
年
報
』
二
、
二
〇
〇

四
年
)
、
二
五

-
二
六
頁
。

拙
稿
註
1

「『
記

・
紀
』
隼
人
関
係
記
事
の
再
検
討

(
一
)
(二
)
」、
拙
稿
註
1

「大
宝
令
前
後
に
お
け
る
隼
人
の
位
置
付
け
を
め
ぐ

っ
て
」
。



表1天 孫降臨 ・火中出産言章(第九段)表

ホ

ノ
一

=一

ギ

コ

ノ
ハ

ナ
ノ

サ
ク

ヤ
ヒ
メ

ホ
ノ
ニ
ニ

ギ

と
コ

ノ
ハ

ナ
ノ

サ
ク
ヤ
ヒ

メ
の

子

降
臨
地

覚国

た
所

つ通
場

た
所

つ到
場

り譲国

た
所

つ会
場

前名

名別

男長

男次

男三

記

竺
紫
日
向
之
高
千
穂
之
久
士
布
流
多
気

ぎ祝言

御の沙笠前

タア
メムヒカツ

ナ
ヤハクノサ

メコノビ

隼
多
ー虫阿祖デのがホ人君

リセスホ

ま
は
ヒ
ホ粥
紫

ホ
た
ア
タ
ホ

文本紀

日
向
襲
之
高
千
穂峰

O

のシシ

国ソ空

長
狭の笠田の
碕吾屋の

○

ヒツシカ
メ

ア
メ
バ

クムヒノサ
メカツコノヒ①タ②ナヤ

捌
騨

ホホコ
ミヒデ

瑚

魏梶等
袖

一

第

筑
紫
日
向
高
千
穂
偲
触
之
峰

二第

日
向
偲
日
高
千
穂
之
峰

O

のシ

国シ副ソ胸

○

浜海

タ
ヒアツムシカカ

メ

ナ
ヤハクノサ

メコノヒ

セスノホ
リ

カアノホ
リ

ホ
た
ヲホまノコミホヒデは

リ

三第

タ
ヒアツムシカカ

メ

カアノホ
リ

ス
た
ススまノ

ーノーホリホミはセ

リ
ホヲホノコ

ミホヒデ

四第

日
向
襲
之
高
千
穂偲

日
二
上
峰

0

のシシ

国ソ空

長
狭の笠
碕田の御吾屋の

○

五第

シカ
メタヒアツ

産
ノ

、
ス

ノ

ヒ

デ

ーをホリスホ、ホ順子ーカノ、リホの4むアホミヲコミ

六第

日
向
襲
之
高
千
穂
添
山
峰

覧巡

笠

碕
、
竹
登

騙

醐
に
゜

吾
狭
に
長島

る

○

ナ
ヤハクノサ

メコノヒ

タア
メヨヒトツ

セスノホ
リ

別

篶

ホ

ー
名
ホ

で
以
マ

ホ
と
ノ
と
の

ポ
リ
ま
ら
子
ノ
マ

連
遠

融

窮

慧

流

%
生
さ

勢

諺
が
゜

※
は
前
ノ
ネ
し
二

そ
ア
ノ
が
れ
に
の

カ
が

等
祖

七第

ノ

ァ
メ
、
カ
ノ
ヒ
デ

産

馨
牝

勢

踏
赫
を
゜

※
キ

タ
を
ホ

リ
ヨ
コ

ミ
む

八第

ホ
子
ア
こ
張
遠
の

ノ
で
ナ
ヤ
嬰
ノ
、
ホ
産シのノ゚尾がそホギバクをホリホをオミホリは等゚がニノサメ、セコミ

゜※ミにカれ連祖弟ニコノヒリスヒデむ



第四
..n一一弔
二

牌 一牙}
_

hk牙}一
紀本文 記 /

兄
ホ ノ ヲ リ

(弟)
ホ ノ スセ リ (海幸 山幸の ホ ノス セ リ ホ ノ ス ソ リ ホデ リ 海幸彦

言明なし)

ヒ コホ ホ デ ミ
ホ ノ スセ リ

(兄)
ピ コ ホ ホデ ミ (海幸 山幸の ピ コホ ホ デ ミ ピコ ホ ホ デ ミ ホ ヲ リ 山幸彦

言明なし)

弟 の徳を知り 弟に帰伏 伏罪 伏罪 「荒 き心 」 を

罪に伏す(伏 持っていたが
享) 手を挙げ溺れ (奴 僕 ・)俳 俳優の民 「稽 首 」

苦 しむ 人 ・狗 人

俳優 吾田君小橋等 守護人
弟の神徳を知 が本祖

具体的な踊 り り、 伏 事 種々の態 服属諦
の所作の描写

ホ ノス セ リの

苗i、 諸 の 隼

人等が天皇の
宮に狗として
奉仕

※海幸 ・山幸
の役割が通常
と逆。

※隼人の阿多
君が祖 備考
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